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第８章 目標達成状況 

 

１．システムとコンテンツ等に関する目標達成状況 

キャリアマトリックス開発の元となる厚生労働省の研究会報告のうち、官民職業情報検討

委員会では、職業情報データベースの構築について次のような基本的考えが示された。 

 

○官民職業情報検討委員会報告書（2001） 

・基礎的データベースの構築 

一定のまとまりとしての職業を単位に、その仕事内容、特徴、必要とされるスキル、能力、

経験、就業実態、労働条件、労働力需給、従事者の特性等の関連諸情報をデータベース化し、

様々な情報ニーズに応えることのできるシステムを構築 

・基礎的データベースを活用した支援システムの構築 

   基礎的データベースを核として種々の支援システムがリンクする体制を構築 

こうしたシステムの開発には官民の各機関が積極的に取り組むことが重要 

 

 また、職業能力開発関連情報のあり方に関する調査研究報告書では、労働市場におけるイ

ンフラストラクチャーとして、職業ハンドブックに次のような情報を充実させることが指摘

された。 

 

○職業能力開発関連情報のあり方に関する調査研究報告書（2001） 

・労働者個人のキャリア形成等に資する情報（モデル的なキャリア形成事例等）や就業に必要

な具体的な能力要件等の情報 

・特に、技術革新の進展等に伴い、労働者に求められる知識、技術の陳腐化が激しくなってき

ていることから、今後は、就業に必要な能力要件としての行動特性や思考特性を明確化でき

るような仕組みを整備していくことも重要 

 

 これらの指摘を踏まえ、厚生労働省の職業情報データベース検討会議（2002 年度）の検討

を経て、日本労働研究機構「人材の最適配置のための新たな職業の基盤情報システムに関す

る研究」（2003）では、企業内／外の労働市場において、個人、企業、職業紹介等を行う機関

が利用できる共通言語と共通の数値基準を備えるとともに、民間等の応用システムへ基礎的

な情報を提供することを目的とした職業情報提供システム開発内容の具体的検討が行われた。

キャリアマトリックスは、この検討結果に基づいて開発されたものである。 

システムの利用者、利用方法、コンテンツ、他システムとの連携、データ収集方法等に関

する上記研究における検討結果とキャリアマトリックスにおける実現状況は、次のとおりで

ある。 
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るよう工夫を加えたものである。 

職業記述で特筆されるのは、2008 年から提供を開始した各職業 10 程度の課業リストであ

る。課業リストは、第 1 課業に課業全体の総括を記述し、第 2 課業以下では課業の実施順あ

るいは重要度順で構造化した。課業レベルまで下りた職業情報の提供は世界でも類をみない。

一方、職業ハンドブック OHBY で登載されていた職業ごと数枚の写真やイラストは、画面容

量等の関係から、キャリアマトリックスにおいては、各職業 1 枚の写真の掲載にとどまった。 

 システムのコア要件として強調された共通数値基準については、各職業について 94 の統一

項目を設定し、Web調査により大量データを収集して、職業プロフィールとして数値化した。

これを各職業で提示するだけでなく、4 つの基幹システム（適職探索ナビ、キャリア分析ナ

ビ、人材採用支援システム、人材活用シミュレーション）において利用することにより、キ

ャリアマトリックスの多様な活用を可能にしたことは既述のとおりである。 

 各職業の労働条件等（就業者数、労働時間、賃金、平均年齢）については、定性記述に加

えて、総務省「国勢調査」、厚生労働省「賃金構造基本統計調査」の最新統計情報を掲載した。

併せて、関連リンクにおいて国の統計情報へリンクした。 

労働力需給については、関係団体へのヒアリング等により顕著な増減が考えられる場合は

職業解説で記述することにより対応した。正確な展望・予想は職業別の需給推計を別途行う

必要があり、同一システム内でどこまでの情報に対応するかについては、システム構築とメ

ンテナンスに関するコストと実現可能時期、情報の必須度から検討されなければならず、結

果として職業別需給推計についてはキャリアマトリックスでは対応していない。 

キャリア形成のためのキャリアルートについては、職業に就くまでのルートとともに、関

係団体ヒアリング等において就業後のキャリアルートを尋ね、明確になった場合には、「就く

には」のチャートに掲載した。ただし、職業全てに就業後のモデル的なルートを記載するま

でには至っていない。提供する全職業でモデルキャリアルートを描くためには、客観的デー

タの収集によるさらなる分析が必要である。 

 

（３）連携システム・相互利用システム・支援（応用）システム 

他システムとの連携については、システムのコア要件を設定した上で、コア要件でない部

分については他のインターネット上のサイトを連携させるとされた。 

キャリアマトリックスのコア要件は、職業ごとに共通項目を用意し、共通言語を用いて職

業解説を行うとともに、職業を横断する共通の数値基準を整備することにより、職業を検索

しそのプロフィールを描くことにある。このため、コア要件以外のものについては、各職業

の関連団体のサイトのほか、図表 8-3 のようなサイトにリンクしている。このリンクにより、

利用者がさらに詳しい情報を知りたい場合は、専門のサイトに容易にアクセスできるものと

した。 
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